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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年11月1日(2012.11.1)

【公表番号】特表2012-504255(P2012-504255A)
【公表日】平成24年2月16日(2012.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2012-007
【出願番号】特願2011-529009(P2011-529009)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   5/02    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   1/46    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ５１０　
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月13日(2012.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソフトプルーフを第１の照明の下で見たハードコピープルーフと比較するときに、照明
の効果を補償する方法であって、
　印刷色のセットに対して、標準照明に対応する装置に依存しない色データを獲得するス
テップと、
　前記印刷色のセットに対して、前記第１の照明に対応する装置に依存しない色データを
獲得するステップと、
　標準照明に対応する前記装置に依存しない色データ及びディスプレーに対応する色デー
タから構築されたディスプレープロファイルを使用して前記印刷色のセットを前記ディス
プレーにレンダリングするときに、前記ディスプレー上で測定されるべき第１の装置に依
存しない色データを各色に対して推定するステップと、
　前記ディスプレープロファイルが調整されたら、前記ディスプレー上で測定されるべき
第２の装置に依存しない色データを推定するステップと、
　前記標準照明に対応する前記印刷色に対して、前記第２の装置に依存しない色データと
前記装置に依存しない色データとの間の差を計算するステップと、
　線形色空間において選択的線形補正を適用することにより、前記差における低減量を計
算するステップと、
　前記選択的補正を適用することにより達成できる最小誤差を計算するステップと、
　前記差を低減するように前記ディスプレープロファイルに前記選択的補正を適用するス
テップと、
　を包含する、方法。
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【請求項２】
　前記獲得ステップが、前記印刷色のセットにおける各印刷色に対する反射率スペクトル
を決定するステップと、前記標準照明及び前記第１の照明を使用して前記装置に依存しな
い色データを計算するステップと、を包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の照明に対する前記装置に依存しない色データが、直接放射スペクトル測定か
ら計算される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記獲得ステップが、前記標準照明又は前記第１の照明のいずれかに対応するプロファ
イルから、前記装置に依存しない色データを決定するステップを包含する、請求項１に記
載の方法。
                                                                                


	header
	written-amendment

